
【ハザードマップに書き込む様子】 

 

 

 

 

ハザードマップを使った防災学習 

１２日の総合的な学習の時間に、第一回防災学習を行いました。今回は、大雨による土砂災害をテー

マに、土石流やがけ崩れの危険性に関するビデオを視聴し、土砂災害についての知識を身につけた上で、

ハザードマップ（太宰府市内における地震や風水害、土砂災害等の災害発生が予想される箇所や、避難所

等を地図上に記載した地図）を使い、それぞれが住む地域の危険箇所や災害時の避難経路等を確認しまし

た。自然災害はいつ発生してもおかしくありません。想定される災害を知り、日頃の備えを行うことによ

り、災害による被害は軽減されます。いざという時に落ち着いて行動できるよう、今回学んだことを各家

庭で保護者の方々と再度確認し、備えを万全にしましょう。 

【防災学習の感想】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平和学習「６．１９福岡大空襲」 
死者、行方不明者が1146人に上った惨劇から今年で75年。道徳の時間に、福岡大空襲に関する学

習を行いました。厚生労働省によると、太平洋戦争による全国の戦没者数は３１０万人。あまりにも多く

の人々が犠牲になりました。しかし終戦から７５年が経過し、当時を経験した人、知る人が少なくなり、

戦災の記憶は薄れつつあると言われています。今回取り扱った動画や資料の内容は、紛れもない事実で

す。私たち一人ひとりが、そのことから目を背けずに、しっかりと見つめ、考え、記憶にとどめ、次の世

代に引き継いでいくことが大切なのではないでしょうか。今回の学習をそのひとつのきっかけとし、平和

や命について考えてみましょう。           
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太宰府市は大雨による災害が起こる可能性があり、自分の家は川に近いので特に川の氾濫に気をつけたい。 

２学年通信 

災害は身近なところで起こり、雨が降っただけで土石流やがけ崩

れなどが起こることがわかった。それに合わせた避難の方法や心

得をしっかり理解して災害に備えたいと思った。 

家族でいつも災害時の避難経路について話し合っているが、場所や服装、道路などもう一度しっかりと確

認したい。 

動画を観て、ついさっきまで大丈夫だった場所がたった数秒で流

れていって、水のスピードがすごく速くてこわかった。１秒でも

早い判断が大切だと思った。ハザードマップをよく確認したい。 

今まで土砂災害がどれだけ危険なのかあまり考えたことがなかったけれど、今日学んだ土砂災害の危険性

を忘れずに気をつけていきたいと思った。 

いつどんなところで災害が起こるかわからないからすぐに気づいて行動することが大切だと学んだ。自分

の家は危険箇所に入っているから日頃から備えて、自分の身は自分で守りたい。 

自然災害は止められるものではなく、いつ起きるかもわからない。だから、いつ起きても大丈夫なように日

頃から備えを万全にしておく。 



【平和学習の感想】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 月の予定    ※変更の可能性があります。ご了承ください。 

 

日 曜日 行事 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

1 水 標準学力検査 国語 数学 社会 理科 英語  

2 木  木１ 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ 

3 金  金１ 金２ 金３ 金４ 総合  

6 月 ノー部活デー 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 学活 

7 火  火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 

8 水  道徳 水２ 水３ 水４ 水５ 金６ 

9 木  木１ 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ 

10 金  金１ 金２ 金３ 金４ 総合  

１3 月 ノー部活デー 月１ 月２ 月３ 月４ 月５  

１4 火  火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 

１5 水  道徳 水２ 水３ 水４ 水５ 金６ 

１6 木  木１ 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ 

１7 金 前期中間考査 数学 理科 国語 英語 社会  

２0 月 ノー部活デー 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 学活 

２1 火  火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 

２2 水   水２ 水３ 水４ 水５ 金６  

27 月 ノー部活デー 木１ 木２ 木３ 木４ 木５  

28 火 三者面談① 金１ 金２ 金３ 金４ 総合  

29 水 三者面談② 木６ 水２ 水３ 水４ 総合  

30 木 三者面談③ 水５ 金６ 月１ 月２ 総合  

31 金 三者面談④ 月３ 月４ 月５ 学活 総合  

私たちのように、戦争を体験したことのない世代が、戦争の残酷さや実際に戦争を体験された当時の方々

の思い、戦争がどれだけ恐ろしくておろかなものなのかを知り、忘れないようにして、絶対に風化させて

はならないと感じた。 

今まで戦争について学んできたことをこれからは自分より下の世代に伝え、これからの未来に戦争がな

いようにしたい。戦争のこわさ、亡くなっていった人たちの悲しみを忘れずに、目の前にいる人を大切に

していきたい。 

福岡で空襲があったこと、多くの死者、負傷者がでたことを知り、苦しい気持ちになった。被害にあわれ

た人たちの命を無駄にしないためにも、平和な世界を作っていきたい。 

命を大切にしなければと強く思った。また、「人間関係がよくないと平和とは言えない」という言葉が印

象に残った。人に悪口を言ったりけんかをしたりせずに、相手のことを思いやって行動して、本当に幸せ

な世界を作っていきたいと思った。 

戦争は悲しみや憎しみを増やすだけだと思った。これからも、そんな悲しいことがあったという事実を伝

えていくべきだと思った。他の人が悲しむことをしないことが平和への第一歩だと思う。 


